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平成31年成人式 特集

　

今
年
新
た
に
成
人
と
な
る

３
３
１
名
（
男
性
１
７
５
名
、
女

性
１
５
６
名
）
の
皆
さ
ん
を
お
祝

い
す
る
た
め
、
１
月
13
日（
日
）、

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ

ー
ル
で
平
成
31
年
韮
崎
市
成
人
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
渡
辺
め
い
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら

の
日
本
、
山
梨
、
そ
し
て
韮
崎
の

た
め
に
、
私
た
ち
新
成
人
一
人
ひ

と
り
に
自
分
に
し
か
果
た
す
こ
と

の
で
き
な
い
役
割
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
で
あ
る
こ
の
韮
崎
の
豊
か
な

自
然
や
街
の
温
か
さ
を
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
大
切
に
し
て
い
き
ま

す
。」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た

ほ
か
、
ス
ラ
イ
ド
で
映
し
出
さ
れ

た
市
内
の
様
々
な
風
景
と
と
も
に

新
成
人
一
同
で
市
民
歌
を
斉
唱
し

た
り
、
成
人
式
と
い
う
節
目
に
家

族
に
向
け
て
感
謝
の
想
い
を
伝
え

た
り
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
自

分
た
ち
の
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
と

地
域
の
皆
さ
ん
へ
」
と
感
謝
を
込

め
て
花
束
が
贈
ら
れ
、
内
藤
市
長

が
代
表
し
て
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
も
新
成
人
が
故
郷

を
懐
か
し
み
、
地
元
の
魅
力
を
再

発
見
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
作
さ

れ
た
冊
子
「
ア
ダ
ル
ト
ニ
ュ
ー
ニ

ラ
サ
キ
」
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
こ
れ
ま
で
育
っ
て
き
た
環

境
を
振
り
返
っ
た
り
、
冊
子
を
片

手
に
「
街
歩
き
」
で
き
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
県
内
で
は
初
め
て

の
試
み
と
し
て
、
成
人
式
会
場
に

山
梨
県
知
事
選
挙
の
期
日
前
投
票

所
を
開
設
し
、
ス
ー
ツ
や
振
袖
に

身
を
包
ん
だ
67
名
の
新
成
人
が
投

票
を
行
い
ま
し
た
。
投
票
し
た
八

巻
海
舟
さ
ん
は
「
若
者
の
投
票
率

の
向
上
が
課
題
に
な
っ
て
い
る

中
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
自
分

も
含
め
、
若
者
の
選
挙
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
良
い
機
会
に
な
る

と
思
う
。
若
者
が
参
政
す
る
こ
と

は
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
こ
と

へ
の
自
覚
に
も
な
る
の
で
、
政
治

に
興
味
を
持
つ
こ
と
や
選
挙
に
行

く
こ
と
は
重
要
だ
と
思
う
。」と

自
身
の
有
す
る
一
票
に
思
い
を
託

し
ま
し
た
。

▲振袖姿で投票する新成人

▲地域への感謝を込めて贈られた花束

成人おめでとう！

二
十
歳

新
た
な
門
出
を
祝
う
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大人への第一歩
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新成人の決意
成人式～大人になるということ～

平成31年成人式 特集

　
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
…
自

分
に
と
っ
て
そ
れ
が
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
、
は
っ
き
り
と
し
た
答

え
は
な
い
で
す
。
と
い
う
の
も
、

自
分
は
中
学
３
年
生
の
時
、
担
任

の
先
生
が
「
君
た
ち
は
も
う
15

歳
。
社
会
か
ら
見
れ
ば
立
派
な
大

人
で
す
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
か
ら
自
分
は
大
人
な

ん
だ
と
思
っ
て
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
20
歳
に
な
っ
た

今
、「
成
人
し
た
の
で
大
人
で
す
。」

と
言
わ
れ
、
戸
惑
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
も
正
直
な
気
持
ち
で
す
。

た
だ
、
間
違
い
な
く
言
え
る
こ
と

は
、
あ
れ
か
ら
５
年
間
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
積
み
重
ね
て
き
て
今
の

自
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
成
人
式
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の

自
分
の
目
標
は
「
挑
戦
し
続
け
て

い
く
こ
と
」。自
分
は
考
え
す
ぎ

て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す

が
、
そ
れ
は
短
所
で
あ
り
、
長
所

で
も
あ
り
ま
す
。
世
の
中
の
こ
と

に
疑
問
を
持
ち
、
と
に
か
く
考
え

て
何
か
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

　
例
え
ば
、
今
回
の
成
人
式
で
は

地
域
活
性
化
も
自
分
た
ち
の
取
り

組
み
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
し
た
。

市
内
の
商
店
街
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
様
々
な
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う

す
れ
ば
う
ま
く
い
く
の
か
よ
く
考

え
、
自
転
車
に
乗
っ
て
東
奔
西
走

し
ま
し
た
。
少
し
で
も
地
域
の
た

め
に
役
立
て
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
私
は
自
分
の
人
生

に
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て
生
き
て
い

き
た
い
で
す
。「
自
由
に
」「
縛
ら

れ
ず
に
」
何
か
に
挑
み
続
け
る
自

分
で
あ
り
続
け
た
い
で
す
。

　
私
は
今
、
中
学
生
の
時
か
ら
の

「
助
産
師
に
な
る
」
と
い
う
夢
を

叶
え
る
た
め
、
大
学
で
勉
強
し
て

い
ま
す
。
私
は
地
域
の
小
さ
な
助

産
院
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
母
か
ら

出
産
時
の
話
を
よ
く
聞
か
さ
れ
、

私
も
地
域
で
子
ど
も
の
誕
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
助
産
師
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ

し
て
今
、
助
産
師
の
仕
事
で
さ
ら

に
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
て
い
る
の

は
「
人
と
関
わ
る
仕
事
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
私
は
、
成
人
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
今
ま
で
家
族
や
学
校
か
ら
守

ら
れ
て
い
た
環
境
か
ら
社
会
へ
と

踏
み
出
し
、
よ
り
多
く
の
人
と
出

会
い
、
関
わ
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
様
々

な
人
と
様
々
な
関
係
を
築
き
、
よ

り
一
層
自
分
ら
し
さ
を
確
立
し
て

い
く
な
か
で
、
少
し
ず
つ
大
人
へ

と
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
失
敗
と
成
功
を
繰
り
返

し
な
が
ら
も
、
自
分
の
言
動
に
責

任
を
持
ち
、
強
く
一
歩
一
歩
、
歩

み
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
回
の
成
人
式
を
行
う
に
あ
た

り
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
韮

崎
へ
の
感
謝
を
伝
え
た
い
、
新
成

人
の
皆
さ
ん
に
韮
崎
の
良
さ
を
再

確
認
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う

思
い
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

「
韮
崎
に
生
ま
れ
、
こ
の
仲
間
た

ち
と
出
会
え
て
よ
か
っ
た
！
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
地
域
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の

未
来
に
向
か
っ
て
い
ざ
出
発
で

す
！！

成人式実行委員会 委員長

渡辺　めいさん
Mei Watanabe

成人式実行委員会 副委員長

輿石　啓さん
Kei Koshiishi
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出会いを大切
にし、周り

の人への感謝の気
持ちを忘れない。
周りの人の力にな
れるよう努め、人
の繋がりを大切に
できる大人になり
たい。

今は県外にい
ますが、こ

まめに実家に顔を
出したり、自分も
幸せな家庭を築く
ことで恩返しした
いです。

中学校の教員
になり、女

子野球をもっと普
及・発展させられ
るよう頑張ります。

残り2年の大
学生活を有

意義に。そして、
全力で楽しみたい
です！

今年は教育実
習がある年

なので、大変です
が、夢を叶えるた
めに頑張ります。

人
の
繋
が
り

を
大
切
に
す

る

必
ず
親
孝
行

を
す
る
！

山
梨
の
女
子

野
球
を
発
展

さ
せ
る
！

残
り
２
年
！

小
学
校
教
員

に
な
る

深澤 勇斗さん
Yuto Fukasawa

堤 晋二さん
Shinji Tsutsumi

大柴 万由子さん
Mayuko Oshiba

内藤 慶大さん
Keita Naito

皆川 航輝さん
Koki Minagawa

20

20

20

2020

私の
抱負・夢

20歳

今は大学で勉
強に励んで

います。卒業後は、
体育教師になるこ
とを目標に頑張り
たいです。

教
師
を

目
指
し
て

原田 敏秀さん
Toshihide Harada 20

あなたに出会
えてよかっ

たといわれる人間
になり、人々に尊
敬を持ち接するこ
とを志として道を
歩んでいきたいで
す。

人
の
人
生
に
い
い

影
響
を
与
え
ら
れ

る
人
間
に
！

篠原 健志さん
Kenji Shinohara 20

幼少期より、
一軒家に住

むことが夢でした。
卒業後は、今目指
している職業に就
き、自立していけ
るように頑張りた
いです。

立
派
な

マ
イ
ホ
ー
ム

を
持
つ

赤池 菜央さん
Nao Akaike 20
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申告期間内に
市役所税務収納課

または電話で
③住民税申告

いいえいいえ

税の申告

　税の申告は、昨年（平成30年1月1日から12月31日まで）の1年間に得られた個人の収入や、控除・必要
経費などを市役所や税務署に申告する手続きです。
　この申告に基づいて、所得税や住民税、国保税などが確定します。正しい申告をするため、また、申告時
にあわてないためにも、必要書類の整理や収入・支出金額の集計などは、早めにご準備ください。

※所得税の還付申告
　医療費控除、住宅借入金等特別控除などの還付申告は、１月４日から甲府税務署で受付をしています。
※確定申告関係の用紙については、税務収納課に用意してあります。

　下のフローチャートを参考に、どのような申告をすべきかご確認ください。

■申告が遅くなると・・
　期限を過ぎてから申告書を提出すると、納税通知書の届く時期が遅くなっ
たり、課税証明書などが必要なときにすぐに交付を受けることができません
のでご注意ください。

※注意
このフローチャートは、一般的
な事例です。その他のケース
は、税務収納課までお問い合わ
せください。

準備はお早めに！
税の申告がはじまります

所得税
住民税
（市・県民税）

【申告受付期間】　2月18日（月）～3月15日（金）

Ⅰ 申告が必要な人は、どんな人？

平成30年1月1日～12月31日の間に収入がありましたか？

①～③に該当する場合は、次のページで申告方法を確認しましょう！

それは、
どんな収入ですか？

・遺族年金 
・障害年金
・雇用保険（失業保険） 
・労災保険 

・給与
・年金（老齢・企業）
・事業・農業 
・不動産・太陽光　など

A B

源泉徴収票は年金が
１枚だけですか？

給与は年末調整をし
ていますか？

年金は合計で400万円以
上ありますか？

・生命保険料控除等
・扶養等各種控除
　　　を受けますか？

源泉徴収票は年金のみで
２枚以上ですか？

給与や年金などの収入すべ
ての源泉徴収票が併せて２
枚以上、もしくはそれ以外
に収入がありますか？

・住宅借入金特別控除
・医療費控除
・雑損控除
　　　を受けますか？

①
確定申告

② 
住民税申告申告不要①

確定申告

スタート

いいえいいえ

は　い

は　い

は　い

は　い

は　い

は　い

は　い

いいえ

いいえいいえ

いいえ

は　い

B

A

※所得金額により申
告 不要 な 場合 で
あっても、住民税
の申告が必要な場
合もあります。
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■確定申告（P6のフローチャート①に該当する方）
　次の3つの中から選択してください

ⅰ自分で申告書を作成し、甲府税務署へ直接申告
ⅱインターネット（e‐Tax）で電子申告（国税庁：

http://www.nta.go.jp/）
※マイナンバーカードとＩＣカードリーダライ

タを使用するマイナンバーカード方式と、ＩＤ
（利用者識別番号）とパスワード（暗証番
号）があれば利用できるＩＤ・パスワード方

式があります。
ⅲ市の相談会での申告（相談会日程はP8を参照）

■住民税申告（P6のフローチャート②に該当する方）
　下記（Ⅲ、Ⅳ）に掲載してある必要な持ち物を
持って市の相談会に行き、申告してください。（相
談会日程はP8を参照）
■住民税申告（P6のフローチャート③に該当する方）
　無収入または非課税所得のみの場合は電話でも申
告可能です。

■すべての方に共通
◎各種控除に必要な書類
 （生命保険料・地震保険料などの控除証明書、社

会保険料・国民年金等の領収書、障害者手帳、医
療費の明細書など）
※書類が不足するとその控除の受付はできません。

◎印鑑
◎扶養（配偶者）控除の認定は、所得要件があるた

め、被扶養者の所得がわかる書類
◎マイナンバーカードまたは【番号確認書類+身元

確認書類】（※写し可）
◎口座番号のわかる書類（還付となる場合に必要）
■給与・年金所得がある方
◎所得税の源泉徴収票（原本）

※中途退職し、再就職されなかった方は、以前勤
務していた職場に請求してご用意ください。

■農業所得がある方
◎収入・支出金額がわかる書類（収穫量・販売数

量、自家消費量、経費などを必ず集計してください）
◎農協や市場などで発行する収支証明書や領収書
◎動力稲刈機や田植機などを買った、または買い替

えた場合は、その領収書
◎大型農業用機械（農業用自動車・トラクター・

コンバインなど）を買ったり、買い替えた場合
は、販売証明書・領収書および保険料の領収書

◎耕作委託料などを支払った場合は、その領収書等
（委託内容が明記されたもの）

◎堰費・土地改良費（維持管理費に限る）の領収書
■営業等所得がある方
◎収入・支出金額がわかる書類（収支内訳書・領収

書等）
※平成26年1月から、事業所得（営業、農業）・不動

産所得または山林所得を生ずべき業務を行う全て
の方に帳簿の記帳・保存が義務化されています。
また、所得税および復興特別所得税の申告の必要
がない方も、記帳・帳簿などの保存が必要です。

■太陽光発電を行っている方
　太陽光発電による売電収入がある場合、その収入
は雑所得または事業所得となり、設置費や収入・経
費のわかるものを整理して申告していただく必要が
あります。
■介護認定を受けている方
　認定を受けている65歳以上の方で、常に就床を
要し複雑な介護を必要とする方は、福祉事務所の証
明があれば、特別障害者控除を受けられます。
■寄附金控除・政党等寄附金特別控除を受ける方
　平成30年中にふるさと納税(ワンストップ特例申
請者を除く)や日赤（山梨県支部）などへ寄附をし
た方は申告時に受領書などをご持参ください。
■「住宅借入金等特別控除」を受ける方
　平成30年中に家を新築し、10年以上借入があ
り、適用条件に合致する場合には次の書類をご用意
のうえ、申告することで10年間の住宅借入金特別

控除を受けることが可能です。
☆必要書類（新築の場合）
　住民票の写し、借入金の年末残高証明書、家屋の
売買契約書、土地の売買契約書（土地も同時購入の
場合）、家屋の登記事項証明書、土地の登記事項証
明書（土地も同時購入の場合）など

※中古住宅の購入・増改築などについては別途税
務署までお問い合わせください。

※平成21年から33年までに居住し、所得税の住宅
ローン減税制度（住宅借入金等特別控除）を受け
た方で、所得税において控除しきれなかった金額
がある場合は、翌年度の個人住民税において税額
控除されます。

※平成26年4月以降居住の用に供し、かつ住宅取
得費等に係る消費税が8％の場合は控除額の計算
が変わります。

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

申告方法

申告時に必要な持ち物（確定申告、住民税申告）

その他申告が必要な方

☆マイナンバーの記載等について
　確定申告書を提出する際は、毎回マイナンバー（12桁）の
記載+本人確認書類の掲示または写しの添付が必要です。
本人確認書類の例

《例１》 マイナンバーカード
《例２》 通知カード+運転免許証、公的医療保険の被保険者証など
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税の申告

※お住まいの地区以外の会場でも相談を受
け付けます。ご都合に合わせてご来場く
ださい。

※受付は、書類の提出ができる方から順次
受け付けます。

※農業・営業所得などがある方は、収支を
まとめて、医療費控除がある方は合計額
を計算してから申告相談にお越しくださ
い。収支をまとめていただいてからの受
付となります。なお、医療費控除をまと
める際には、人ごと、病院・薬局ごとに
医療費を計算してください。

※会場で作成される方は、時間にゆとりを
もってお越しください。

※閉庁日対応として、甲府税務署では、2
月24日（日）および3月3日（日）に、
韮崎市役所では、3月９日（土）に申告
相談等を行っています。

◇確定申告書作成相談会
　税務署と県と市の共同開催で申告書作成相談会を
行います。
※譲渡・贈与・相続についてはお受けできません。
■日時　2月14日（木）　10時～12時・13時～16時
　※最終受付時間が早まる可能性があります。
■場所　韮崎市民交流センターニコリ1階
■問い合わせ　甲府税務署　☎ 055‐254‐6105

◇税理士会による無料申告相談
◆無料申告相談【甲府税務署管内】
　所得金額が多額な方、相談内容が複雑な方、およ
び譲渡所得がある方はご遠慮ください。
■日時・場所
　1月30日（水）～2月1日（金）
　甲府市総合市民会館3階大会議室
　2月4日（月）・5日（火）
　甲府市北公民館3階大ホール

　2月18日（月）～22日（金）
　甲府市総合市民会館（遊亀公民館）2階講義室2
※受付時間（共通）
　10時～11時30分・13時～15時30分
◆年金受給者等に対する申告指導相談会
　年金受給者および給与所得者で医療費控除を受け
られる方等の税金還付の相談会です。
■日時　2月7日（木）・8日（金）
　　　　10時～11時30分・13時～15時30分
■場所　甲府市総合市民会館3階大会議室
◆税理士記念日事業無料税務相談
　譲渡・相続・贈与等の相談も受け付けます。申告
書の提出はできません。
■日時　2月23日（土）
　　　　10時～11時30分・13時～15時30分
■場所　山梨県税理士会館
■問い合わせ
　東京地方税理士会甲府支部　☎055-233-1318

受付日 曜日 対象地区 受付会場
2月18日 月 全域 穴山公民館（穴山町ふれあいホール）
2月19日 火 全域 中田公民館
2月20日 水 全域 藤井公民館
2月21日 木 全域 穂坂公民館（穂坂コミュニティセンター）
2月22日 金 全域 円野公民館（つぶらの会館）
2月23日 土 休 休
2月24日 日 休 休
2月25日 月 全域 清哲公民館（清哲会館）
2月26日 火 全域 神山公民館（武田の里ふれあいホール）
2月27日 水 全域 旭公民館
2月28日 木 全域 大草公民館（大草ふれあいセンター）
3月 1日 金 全域 竜岡公民館
3月 2日 土 休 休
3月 3日 日 休 休
3月 4日 月 全域

市役所4階大会議室

3月 5日 火 全域
3月 6日 水 全域
3月 7日 木 全域
3月 8日 金 全域
3月 9日 土 全域
3月10日 日 休 休
3月11日 月 全域

市役所4階大会議室
3月12日 火 全域
3月13日 水 全域
3月14日 木 全域
3月15日 金 全域
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税の申告

　医療費控除は、平成30年中に、本人や本人と生計を一にする配偶者や親族のために支払った医療費をも
とに所得税や住民税を減額することをいいます。※支払った医療費が返ってくるものではありません。
　栄養ドリンクなどは対象となりませんが、市販の風邪薬や胃腸薬も対象となります。
　また、おむつやストマについては医師が発行した「使用証明書」により対象となります。
　平成29年分の確定申告から、領収書の提出が必要なくなり、明細書の添付のみとなりました。
　ただし、医療費の領収書は自宅で5年間保存する必要があります。（税務署から求められたときは、提示
または提出しなければなりません）
　また、医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。
■問い合わせ　甲府税務署　☎055-254-6105

　平成29年度の税制改正により、配偶者控除および配偶者特別控除の取扱が変更されました。
■適用時期
　平成30年1月以降の所得に適用されます。
■改正内容

①配偶者控除の控除額が改正されたほか、給与所得者の合計所得金額が1,000万円を超える場合には、配
偶者控除の適用を受けることができないこととされました。

②配偶者特別控除の控除額が改正されたほか、対象となる配偶者の合計所得が38万超123万円以下とさ
れました。

■注意点
　配偶者の合計所得金額が38万円を超えた場合は、扶養の人数には含まれませんので、市県民税の非課税
判定の人数に含まれないほか、配偶者が障害者であっても障害者控除の対象となりません。

Ⅶ

Ⅷ

医療費控除は領収書の提出が不要となりました

配偶者控除および配偶者特別控除が改正されました

納税者本人（扶養する人）の合計所得金額
（給与所得だけの場合の給与所得者の給与等の収入金額） 《参考》

配偶者の収入が給
与所得だけの場合
の配偶者の給与等
の収入金額

配偶者の合計所得金額 ９００万円以下
（１，１２０万円以下）

９００万円超
９５０万円以下

（１，１２０万円超
１，１７０万円以下）

９５０万円超
１，０００万円以下
（１，１７０万円超
１，２２０万円以下）

配偶者
控除 38万円以下

70歳未満
（控除対象配偶者）

所得税控除額 38万円 26万円 13万円

103万円以下
住民税控除額 33万円 22万円 11万円

70歳以上
（老人控除対象配偶者）

所得税控除額 48万円 32万円 16万円
住民税控除額 38万円 26万円 13万円

配偶者
特別控除

38万円超85万円以下
所得税控除額 38万円 26万円 13万円 103万円超

150万円以下住民税控除額 33万円 22万円 11万円

85万円超90万円以下
所得税控除額 36万円 24万円 12万円 150万円超

155万円以下住民税控除額 33万円 22万円 11万円

90万円超95万円以下
所得税控除額

31万円 21万円 11万円 155万円超
160万円以下住民税控除額

95万円超100万円以下
所得税控除額

26万円 18万円 9万円 160万円超
166万8千円未満住民税控除額

100万円超105万円以下
所得税控除額

21万円 14万円 7万円 166万8千円以上
175万2千円未満住民税控除額

105万円超110万円以下
所得税控除額

16万円 11万円 6万円 175万2千円以上
183万2千円未満住民税控除額

110万円超115万円以下
所得税控除額

11万円 8万円 4万円 183万2千円以上
190万4千円未満住民税控除額

115万円超120万円以下
所得税控除額

6万円 4万円 2万円 190万4千円以上
197万2千円未満住民税控除額

120万円超123万円以下
所得税控除額

3万円 2万円 1万円 197万2千円以上
201万6千円未満住民税控除額

123万円超
所得税控除額

対象外 201万6千円以上
住民税控除額

【配偶者控除および配偶者特別控除の控除額】（改正後）

■税の申告についての問い合わせ　税務収納課 市民税担当（内線153～155）
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消防団出初式
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味
隆
典　
市
川
徳
一

宮
川　
滋　
城
宝
知
也

竹
道　
誠

●
穂
坂
分
団　
大
柴
正
仁　
望
月
正
仁

木
下
義
則　
篠
原
賢
一

●
藤
井
分
団　
中
島
秀
俊　
中
込　
博

小
林
幸
二

●
中
田
分
団　
齊
藤
大
樹　
山
本
啓
義

●
穴
山
分
団　
伊
藤　
仁　
伏
見
麻
央

●
円
野
分
団　
中
島
隆
之

●
清
哲
分
団　
小
澤
修
平　
山
本
真
也

●
神
山
分
団　
大
村
健
一
郎　

　
　
　
　
　
　
内
藤
真
映

●
旭
分
団　
　
湯
舟
洋
貴　
進
藤
大
介

●
大
草
分
団　
保
坂
勇
次　
藤
原
公
紀

●
竜
岡
分
団　
窪
田
幸
彦　
若
尾
拓
海

団
長
表
彰

●
韮
崎
分
団　
横
森
雄
介　
中
村
太
一

小
澤　
央　
岩
下
直
樹

滝
田
孝
明　
伊
藤　
登

長
坂
金
貨　
中
村
正
宏

●
穂
坂
分
団　
樋
口　
悟　
大
柴
行
弘

青
山
明
良　
曽
雌
隼
人

平
賀
和
樹　
澤
崎
裕
太

●
藤
井
分
団　
青
木
雅
美　
貝
瀬　
孝

本
間
裕
介　
小
沢
浩
一

白
倉
宏
信

●
中
田
分
団　
小
沢
佑
介　
山
本
大
介

斉
藤
太
樹

●
穴
山
分
団　
榑
林
亮
人　
清
水
茂
幸

●
円
野
分
団　
矢
巻
利
之　
細
田
啓
輔

●
清
哲
分
団　
伏
見
大
志　
小
澤
達
也

清
水
正
紀

●
神
山
分
団　
功
刀
信
耶　
猪
又
啓
佑

●
旭
分
団　
　
成
嶋　
光　
長
田　
司

湯
舟
洋
貴

●
大
草
分
団　
矢
崎
直
人　
圡
橋
浩
章

清
水
正
則

●
竜
岡
分
団　
浅
川　
亮　
野
口
一
成

齊
藤
一
紀

韮
崎
市
消
防
団
出
初
式
を
開
催
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犬や猫の飼い方
　
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

　
犬
や
猫
の
飼
育
に
つ
い
て
、
飼
い
主
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
育
し
て
い

く
こ
と
は
大
切
で
す
。
生
き
物
を
飼
育
す
る
こ
と
は
飼
い
主
も
義
務
や
責

任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
飼
い
主
が
行
う
べ
き
手
続
き
や
考
え
方
を

犬
と
猫
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
ま
す
。

①
犬
の
登
録

　
飼
育
し
て
い
る
全
て
の
犬
は
、

市
へ
登
録
が
必
要
で
す
。
他
の
市

町
村
か
ら
転
入
し
た
犬
も
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
料
３
，
０
０
０
円
（
転
入

は
除
く
）

②
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種

　
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

の
接
種
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
病
気
や
老
衰
で
獣
医
師
が
接

種
困
難
と
判
断
し
た
時
は
、
注
射

猶
予
証
明
書
を
獣
医
師
に
交
付
し

て
も
ら
い
、
市
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

③
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

　
予
防
注
射
の
接
種
と
併
せ
て
注

射
済
票
の
交
付
が
必
要
で
す
。
個

別
に
動
物
病
院
で
接
種
し
た
時

は
、
そ
の
ま
ま
市
役
所
で
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
交
付
手
数
料
５
５
０
円

※
今
年
度
注
射
済
票
が
未
交
付
の

飼
い
主
の
方
へ
12
月
に
督
促
通

知
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
２
月

中
に
必
ず
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

④
各
種
登
録
の
変
更
届

　
犬
の
情
報
を
台
帳
管
理
し
て
い

ま
す
。
飼
い
主
の
変
更
、
市
内
で

の
住
所
変
更
、
犬
が
亡
く
な
っ
た

時
は
30
日
以
内
に
市
へ
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

⑤
無
駄
吠
え・噛
み
つ
き
防
止

　
無
駄
吠
え
・
噛
み
つ
き
な
ど
、

近
所
や
他
人
に
迷
惑
が
掛
か
る

と
、
飼
い
主
に
大
き
な
責
任
が
の

し
か
か
り
ま
す
。
普
段
か
ら
散
歩

な
ど
を
さ
せ
て
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

込
ま
せ
な
い
よ
う
に
運
動
を
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
散
歩
中
に
し
た
フ

ン
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
処
分
す
る

こ
と
も
マ
ナ
ー
で
す
。

①
室
内
飼
育

　
猫
は
エ
サ
が
充
分
に
与
え
ら
れ

て
い
れ
ば
、
特
に
広
い
生
活
空
間

は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
屋
外
飼
育

を
す
る
と
交
通
事
故
に
あ
う
危
険

性
が
高
ま
り
、
ふ
ん
尿
に
よ
る
近

所
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
や
め
ま
し
ょ

う
。

②
迷
子
対
策

　
猫
は
犬
と
異
な
り
、
鑑
札
や
注

射
済
票
と
い
っ
た
猫
や
飼
い
主
を

特
定
す
る
物
が
あ
り
ま
せ
ん
。
迷

子
に
な
っ
た
猫
が
保
護
さ
れ
た
時

や
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
な
ど

に
速
や
か
に
連
絡
を
取
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
、「
迷
子
札
を
付
け

る
、
ま
た
は
首
輪
に
連
絡
先
を
書

く
」
な
ど
の
対
策
を
普
段
か
ら
必

ず
し
て
く
だ
さ
い
。

③
野
良
猫
の
エ
サ
や
り
禁
止

　
全
国
的
に
野
良
猫
の
繁
殖
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
飼
い
主

が
い
な
い
か
ら
か
わ
い
そ
う
」
と

エ
サ
を
与
え
る
と
野
良
猫
は
そ
こ

に
居
座
り
、
周
辺
に
フ
ン
尿
や
い

た
ず
ら
を
し
て
、
さ
ら
に
繁
殖
を

し
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
野

良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
は
、

飼
い
主
に
な
る
こ
と
で
す
。
野
良

猫
が
近
所
迷
惑
の
行
為
や
望
ま
な

い
繁
殖
を
し
な
い
た
め
の
処
置
を

行
え
な
い
な
ら
絶
対
に
エ
サ
を
与

え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
望
ま
な
い
繁
殖
を
防
ぐ
方
法
と

し
て
、
不
妊
・
去
勢
手
術
が
あ
り

ま
す
。
市
で
は
、
手
術
を
推
進
す

る
た
め
表
の
と
お
り
、
手
術
費
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
動
物
病
院
で
、
手
術
の
予
約
を

取
り
ま
す
。

※
市
と
協
定
を
結
ぶ
病
院
に
限
り

ま
す
の
で
、
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
市
へ

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
市
へ
印
鑑
を
持
参
し
て
助
成
券

の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
手
術
日
に
動
物
病
院
の
受
付
に

助
成
券
を
渡
し
ま
す
。
請
求
金

額
か
ら
は
助
成
金
額
が
差
し
引

か
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

　
（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

不妊手術 去勢手術

犬 6,000円 4,000円

猫 4,000円 3,000円

【助成額】

犬
や
猫
の
飼
い
方
を

　
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

 

犬
の
飼
い
方

 

猫
の
飼
い
方

 

犬
や
猫
の
不
妊
去
勢

 

　
手
術
費
助
成
制
度
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　12月15日から１月5日にかけて、姉妹都市であるフェアフィールド市へ「姉妹都市中学・高校生派遣事
業」の交換留学生として派遣された6名の生徒たちが、22日間のプログラムを終え、無事帰国しました。
フェアフィールド市でのホームステイ体験を通じて、それぞれが学んだことや感じたことを紹介します。

　
こ
の
３
週
間
は
、
私
に
と
っ
て

と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
間
は
、
毎
日

新
し
い
何
か
に
出
会
い
、
そ
の
度

に
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
ま
し

た
。
事
前
に
想
像
し
て
い
た
も
の

と
は
違
う
生
活
や
文
化
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
英
語
で
会
話
す
る
こ
と
は
簡
単

な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
す
が
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
た
り
、

ゆ
っ
く
り
で
も
伝
え
よ
う
と
す
れ

ば
、
分
か
ろ
う
と
し
て
く
れ
、
言

葉
の
壁
を
越
え
た
瞬
間
は
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
日
本
を
離
れ
た
こ
と
で
知
っ
た

こ
と
は
、
机
の
上
で
は
学
べ
な
い

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
３
週

間
で
見
た
も
の
、
感
じ
た
こ
と
は

私
の
宝
物
で
す
。
こ
の
事
業
に
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
３
週
間
の
事
業
の

目
標
を
「
英
語
力
を
上
げ
る
こ

と
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
た
く
さ
ん
と
る
こ
と
」
の
２
つ

と
し
ま
し
た
。

　
英
語
力
は
、
目
に
見
え
て
上
が

っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た

で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
た
く
さ
ん
と
る
と
い
う
目
標
は

達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
最
初

は
緊
張
し
て
あ
ま
り
話
し
か
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
助
け
も
あ

り
、
積
極
的
に
話
し
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
そ

の
親
戚
の
方
々
に
も
日
本
の
文
化

を
伝
え
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り

す
る
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
貴
重
な
経
験
を
糧

に
、
こ
れ
か
ら
も
英
語
の
学
習
に

精
進
し
、
将
来
に
役
立
て
て
い
き

た
い
で
す
。

　
ワ
ク
ワ
ク
と
不
安
い
っ
ぱ
い
で

日
本
を
発
っ
た
12
月
。
初
め
は
日

本
と
は
全
く
違
う
生
活
ス
タ
イ
ル

や
英
語
で
の
自
己
表
現
の
難
し
さ

に
戸
惑
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
、
明

る
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
皆
さ
ん
の

温
か
さ
に
触
れ
、
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ー

テ
ィ
ー
へ
の
参
加
な
ど
、
現
地
の

方
と
交
流
し
た
り
様
々
な
経
験
が

で
き
、
本
当
に
楽
し
く
幸
せ
な
３

週
間
で
し
た
。
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ

り
ま
し
た
が
ア
メ
リ
カ
で
の
全
て

の
体
験
が
新
鮮
で
刺
激
を
受
け
、

私
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
経
験
を
活
か
し
、
さ
ら

に
異
文
化
へ
の
関
心
と
自
分
の
英

語
力
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

事
業
へ
の
参
加
の
機
会
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ホームステイ体験記

アメリカ合衆国カリフォルニア州・フェアフィールド市

姉妹都市交換留学生ホームステイ体験記

か
け
が
え
の
な
い

　
　
　
体
験
と
思
い
出

駿
台
甲
府
高
校
　
大
久
保
　
瑠
南

か
け
が
え
の
な
い
３
週
間

山
梨
学
院
高
校
　
成
嶋
　
夕
加
里

３
週
間
を
過
ご
し
て　

韮
崎
高
校
　
山
本
　
結
衣
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姉妹都市中学・高校生派遣事業日程

　
私
の
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の

３
週
間
は
、
と
て
も
貴
重
で
日
本

で
は
味
わ
え
な
い
豊
富
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
性
質
と
生
活

を
知
る
こ
と
を
目
的
に
こ
の
研
修

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
日
本
人
と
は
格
別
に
違

う
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
あ
り
が

と
う
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と

が
非
常
に
多
い
こ
と
で
す
。
素
直

に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
良
い

文
化
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
日

本
人
に
と
っ
て
欠
け
て
い
る
部
分

で
あ
り
、
研
修
に
参
加
し
な
け
れ

ば
気
づ
か
な
い
こ
と
で
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
語
学
だ
け
で
な

く
、
人
間
性
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
私
の

英
語
へ
の
意
欲
が
増
し
ま
し
た
。

将
来
、
外
国
人
の
方
々
と
会
話
す

　
ま
ず
最
初
に
私
た
ち
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全

て
の
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
旅
行
で
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
び
、
体
験
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
ま

し
た
。
学
校
訪
問
で
は
友
達
が
で

き
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
大
事
な
の
は
言
葉
だ
け
で
は

な
く
、
笑
顔
と
伝
え
よ
う
と
す
る

気
持
ち
が
必
要
だ
と
気
付
き
ま
し

た
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
頑
張
っ
て

表
現
す
れ
ば
最
後
ま
で
真
剣
に
聞

い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
初
は
言
葉
が
通
じ
ず
と
て
も

　
私
は
こ
の
３
週
間
、
多
く
の
人

の
力
を
借
り
て
充
実
し
た
毎
日
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の

拙
い
英
語
を
、
現
地
の
方
々
は
理

解
し
よ
う
と
し
て
く
だ
さ
り
ま
し

た
。
わ
か
ら
な
い
単
語
を
易
し
い

単
語
に
置
き
換
え
た
り
、
私
の
伝

え
た
い
こ
と
を
ゆ
っ
く
り
聞
い
て

く
れ
た
り
と
、
た
く
さ
ん
の
サ
ポ

ー
ト
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
自
分
の

考
え
を
伝
え
る
力
や
分
か
っ
た
単

語
か
ら
全
体
を
導
き
出
す
力
が
つ

る
際
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
自

分
の
意
思
を
率
直
に
相
手
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

不
安
で
し
た
が
、
周
り
の
人
に
助

け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
こ
の
３
週

間
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
は
環
境
が
違

い
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

新
し
い
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
歴
史
や
文
化

や
宗
教
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
し
、
自
分
の
中
の
知
識
が
広

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を

し
っ
か
り
将
来
に
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

い
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

多
く
の
建
物
を
見
学
し
、
歴
史
を

知
る
な
か
で
、
日
本
と
違
う
文
化

は
こ
の
よ
う
に
で
き
あ
が
っ
た
の

だ
な
と
、
異
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
体
験
が
で
き
た
の
も
、
毎

日
優
し
さ
を
も
っ
て
接
し
て
く
れ

た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
か
げ

で
す
。
も
っ
と
英
語
力
を
高
め
、

ま
た
、
会
い
に
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
に
携
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　今回の交換留
学事業を通して
ホームステイの
良さを実感する
事ができました。
個人的な旅行と
して名所を巡る
ことはできます
が、現地の人と
寝食を共にして
文化を肌で感じ

るという事はなかなかできません。
10代の間に異文化に触れ、多様な感
覚を養えたことは一生の財産になると
思います。向こうの生活では自ら違っ
た世界に飛び込もうとする生徒の学習
意欲が印象的でした。これからもそう
いった姿勢を大切にし、将来は国内だ
けでなく世界を視野にいれて活躍して
くれることを願っています。

ホームステイ体験記

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
で

　
　
　
　
　
学
ん
だ
こ
と

　
甲
府
西
高
校
　
土
屋
　
貴
子

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

　
　
　
　
学
ん
だ
こ
と

韮
崎
東
中
学
校
　
宇
野
　
帆
香

忘
れ
ら
れ
な
い
３
週
間

甲
陵
中
学
校
　
小
名
木
　
み
な
み

意欲的な姿勢を忘れずに

引率者
韮崎東中学校
望月　洋和 教諭

月　日 日          程
12/15（土） フェアフィールド市到着
12/16（日） Family Ｄay　ウェルカムパーティ

12/17（月） フェアフィールド市役所訪問、学校訪問、
消防署見学

12/18（火） 学校訪問、ジェリーベリー工場見学、市
議会にてスピーチ

12/19（水） 学校訪問、グラスクラフト体験
12/20（木） サンフランシスコ観光
12/21（金） バレエ「くるみ割り人形」公演鑑賞
12/22（土）

Family Ｄay12/23（日）
12/24（月）
12/25（火）
12/26（水）

モントレー旅行12/27（木）
12/28（金）
12/29（土）
12/30（日）

Family Ｄay12/31（月）
1 / 1（火）

1 / 2（水） カリフォルニア州議会議事堂見学、警察
訓練場見学

1 / 3（木） 地元観光、フェアウェルパーティー
1 / 4（金） フェアフィールド市出発 
1 / 5（土） 韮崎市到着
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認知症徘徊 SOS / ふるさと納税 / 食育ひろば

■
「
認
知
症
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
？

　
市
で
は
徘
徊
に
よ
り
行
方
不
明

と
な
っ
た
認
知
症
の
高
齢
者
を
早

期
に
発
見
し
、
安
全
を
確
保
す
る

と
と
も
に
家
族
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
の
「
韮
崎
市
認
知
症
徘
徊

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

■
模
擬
訓
練

　
市
内
で
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
登
録
者
が
行

方
不
明
に
な
っ
た
」
と
想
定
し
、

韮
崎
警
察
署
の
協
力
の
も
と
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
捜
索
協
力
機

関
（
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
、
郵
便

局
、
韮
崎
駅
、
消
防
署
、
介
護
事

業
所
）
に
情
報
伝
達
し
、
捜
索
、

発
見
、
保
護
に
つ
い
て
検
証
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
徘
徊
者
役
が
韮

崎
消
防
署
員
に
よ
り
、
無
事
に
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
認
知

症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で

は
、
改
め
て
、
地
域
で
の
声
か

け
・
見
守
り
が
重
要
だ
と
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

■
見
守
り
の
目
を
！

　
認
知
症
は
誰
で
も
な
り
得
る
病

気
で
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域
で
の

見
守
り
・
声
か
け
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
困
っ
た
こ
と
や
心

配
な
こ
と
が
あ
る
と
き
は
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
長
寿
介
護
課
介
護
支
援
担
当

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
３

　
　
　
　
　

２
３
‐
４
３
１
６

ふるさと納税の返礼品を募集
　市では、ふるさと納税制度を利用してご寄
附をいただいた方々に、本市の特産品の中か
ら希望された商品を返礼品としてお届けして
います。
　市内の事業所や農地で製造・生産された地
場産品を返礼品にすることで、本市のＰＲと
地域の活性化に繋げていきます。
　本市の特産品として新たにＰＲしたい、販
路を拡大したいという地場産品を扱う皆さん
は、ぜひご協力ください。
　特に、ぶどう・桃など旬の果物は、多くの
寄附者の方々からご要望をいただいています。
　ふるさと納税を通じて「韮崎市」と「地域
の特産品」を全国にＰＲしていきましょう。
　返礼品の登録方法などについては、お気軽
にお問い合わせください。

ふるさと納税の 
偽サイトにご注意ください！
　返礼品や寄附受納書が届かないという寄附
金の詐取を目的とした偽サイトの存在が明ら
かになっています。
　寄附額や返礼品が割引価格で表示された
り、振込先が個人名であるなど不自然な掲載
にはご注意ください。
■問い合わせ
　総合政策課 人口対策担当　☎ 22-1990

お知らせ 認
知
症
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
模
擬
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た

韮崎市ふるさと納税

知っ得！食育ひろば　－食改推の簡単レシピ！－

ご存知ですか？
　海藻を材料とする寒天は、食物繊維が豊富で低カロリーが特徴の食材で
す。よく煮溶かすことで、しっかりと固まります。
　寒天を利用することで、果物や野菜などの食べ方のバリエーションが広が
ります。

【
作
り
方
】

①
た
ま
ご
は
よ
く
溶
く
。
カ
ニ
カ

マ
は
細
か
く
ほ
ぐ
す
。
え
の
き

は
３
㎝
ほ
ど
の
長
さ
に
切
り
、

ほ
ぐ
す
。
細
ね
ぎ
は
小
口
に
切

る
。

②
鍋
に
水
・
鶏
ガ
ラ
ス
ー
プ
・
え

の
き
を
入
れ
中
火
に
か
け
る
。

え
の
き
に
火
が
通
っ
た
ら
、
粉

寒
天
を
加
え
よ
く
混
ぜ
、
沸
騰

し
な
が
ら
１
分
ほ
ど
煮
溶
か

す
。

③
カ
ニ
カ
マ
を
加
え
、
溶
い
た
た

ま
ご
を
回
し
入
れ
る
。
た
ま
ご

に
火
が
通
り
固
ま
り
は
じ
め
た

ら
、細
ね
ぎ
を
全
体
に
散
ら
し
、

火
を
止
め
て
粗
熱
を
と
る
。

④
容
器
に
流
し
入
れ
、
冷
蔵
庫
で

冷
や
し
固
め
８
等
分
に
切
る
。

【
栄
養
量
（
１
人
分
）】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー　
16
㌔
㌍

　
食
塩
相
当
量　
０
．
５
㌘

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

【材料（８切れ分）】
・たまご・・・・１個
・カニカマ・・・20g
・えのき・・・・50g
・細ねぎ・・・・１本
・粉寒天・・・・４g
・水・・・・・500㎖
・鶏ガラスープ
　　・・・・大さじ１

「 たまごの寒天よせ 」彩りきれいな
１品！
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親子で縄文文化に親しむ

　12月8日（土）、市民交流センターニコリで親子ふれあい体験
教室「親子でたいけん！じょうもん時代」を開催しました。この
イベントは、昨年5月に本市の縄文土器や土偶が日本遺産（星降
る中部高地の縄文世界）の構成文化財に認定されたことから、親
子で縄文文化に親しんでもらおうと企画したもので、当日は9組
の親子が参加し、実物の縄文土器を見ながら親子で土器を作った
り、土偶の顔をかたどった土鈴も作りました。

サッカークリニック開催

　12月15日（土）、韮崎市サッカー協会は市営総合運動場で市
内高校のサッカー部１・２年生を対象としたサッカークリニック
を開催しました。韮崎工業高校出身でボアルース長野GMの土橋
宏由樹さん、ガイナーレ鳥取監督の須藤大輔さん、一般社団法人
Tre代表の長谷川太郎さんを講師に迎え、パスやシュート等につ
いてコーチングを受けました。トップレベルで戦った選手から指
導を受ける、貴重な機会となりました。

電子黒板をご寄附いただきました

　12月13日（木）、㈱ササキ様より市内中学校に電子黒板一式
をご寄附いただきました。昨年度に引き続き、今回で3度目のご
寄附となり、各校各学年に１台ずつ配置することができました。
佐々木社長は、「世界に目を向けて、様々なことに自分から興味
を持って取り組んでほしい。そして、世の中の役に立てる人に
なってほしい。」と生徒たちに激励の言葉をかけました。早速、
両校で電子黒板を活用し、画面上で図形を動かしたり、日本の伝
統行事を英語でプレゼンテーションするなどの授業を行いました。

クリスマスロビーコンサート開催

　12月19日（水）、市役所でクリスマスロビーコンサートを開
催しました。このイベントは「Piano street～音楽に出会う散歩
道～」で使用したピアノを活用し、音楽に親しんでもらうために
と企画したものです。公募により集まった12組の出演者が奏で
る音色に約120名の来場者が耳を傾けました。また、市内ワイナ
リーの新酒ワインやぶどうジュースなどもふるまわれたほか、抽
選会やニーラの特別ステージも行われ、大変盛り上がりました。

■
日
時

①
会
場
警
備
係

　
４
月
６
日
（
土
）

　
14
時
～
19
時
30
分
（
予
定
）

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
・

　
　
　
　
　
　
　
会
場
案
内
係

　
４
月
５
日
（
金
）

　
15
時
～
18
時
（
予
定
）

　
４
月
６
日
（
土
）

10
時
～
15
時
（
予
定
）

■
募
集
人
数

①
会
場
警
備
係　
１
０
０
名

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
・
会
場

案
内
係　
各
日
15
名

※
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
18
歳

以
上
70
歳
未
満
の
方

■
応
募
方
法　

Ｈ
Ｐ（https://

www.yam
anashi-kankou.

jp/shingenko-fes/48th_
volunteer.html

）に
あ
る
参
加

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、持
参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
応
募

　
※
３
月
１
日
（
金
）
必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
４
０
０
‐
０
０
３
１

　
甲
府
市
丸
の
内
１
‐
６
‐
１

　
山
梨
県
庁
別
館
２
階

　
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

　
「
会
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
係

☎
０
５
５
‐
２
３
１
‐
２
７
２
２

０
５
５
‐
２
２
１
‐
３
０
４
０

　

y-tanaka@
yam

akan-sk.jp

第
48
回
信
玄
公
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
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イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ

ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！
テ
ー

ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
を
ア
レ
ン
ジ
し
ま

す
。

■
日
時　
２
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
陶
芸
・
工
作
室

■
参
加
費　
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
材
料
費
込
）

■
持
ち
物　
は
さ
み
、
バ
ケ
ツ

■
定
員　
16
名

　
　
　
　
※
最
少
催
行
人
数
５
名

■
講
師　
堀
井　
真
裕
美
氏

■
申
込
方
法　
ニ
コ
リ
１
階
総
合

受
付
で
、
参
加
費
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

『
新
聞
の
魅
力
、
再
発
見
し
ま

せ
ん
か
？
』
展
示

　

２
月
21
日
、
日
刊
新
聞
創
刊
の

日
に
ち
な
ん
だ
本
の
展
示
。

　
新
聞
の
読
み
方
・
使
い
方
、
連

載
小
説
や
新
聞
紙
の
ク
ラ
フ
ト
本

な
ど
も
紹
介
。

■
展
示
期
間

　

２
月
１
日
（
金
）
～
27
日
（
水
）

地
元
を
愛
し
伝
え
る
大
切
さ

～
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
を
通
じ
て
～

　
南
ア
ル
プ
ス
北
部
地
域
の
魅
力

を
中
心
に
、
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

の
活
動
や
自
然
・
登
山
に
関
す
る

幅
広
い
内
容
で
、
南
ア
ル
プ
ス
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
知
識
が
深

め
ら
れ
ま
す
。

■
講
師　
清
水　
准
一
氏

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
）

■
日
時　
２
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
定
員　
50
人
程
度（
申
込
不
要
）

■
参
加
費　
無
料

お
は
な
し
会
・
折
り
紙
遊
び

（
申
込
不
要
）

■
日
時　
２
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
対
象　
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

え
い
ご
ｄ
ｅ
お
は
な
し
会

（
申
込
不
要
）

■
日
時　
２
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
13
時
15
分
～
13
時
30
分

■
対
象　
乳
幼
児

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階
子
育
て
支

　
援
セ
ン
タ
ー

だ
っ
こ
の
会
（
申
込
不
要
）

　
わ
ら
べ
歌
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

■
日
時　
２
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
11
時
～
11
時
30
分

■
対
象　
乳
幼
児

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　

２
月
は
市
内
３
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　
２
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
紙
吹
雪
」　
　

 

宮
部
み
ゆ
き
作

　
　
　
　
朗
読　
小
林
李
枝
子
氏

「
マ
ヤ
の
一
生
」　

椋　
　
鳩
十
作

　
　
　
　
朗
読　
早
川
美
智
子
氏

「
藤
十
郎
の
恋
」　
菊
池　
　
寛
作

　
　
　
　
朗
読　
小
澤
か
な
め
氏

三
ッ
星
シ
ネ
マ
・
三
度
目
の
殺
人

■
日
時　
２
月
17
日
（
日
）

　
９
時
45
分
～
、
13
時
15
分
～ 

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

　
申
込
等
詳
細
は
チ
ラ
シ
参
照
、

も
し
く
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
な
び
ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

「
し
ゃ
べ
ら
ん
会
」（
無
料
）

　
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る

会
で
す
。
家
に
こ
も
り
が
ち
な
方

や
お
友
達
を
作
り
た
い
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
自
由
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
申
込
不
要
）

■
日
時　
２
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
１

　
　
　
　
（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

中
央
公
民
館
料
理
講
座

好
き
な
果
物
で
作
る
フ
ル
ー
ツ
タ
ル
ト

　
家
庭
に
あ
る
果
物
で
フ
ル
ー
ツ

タ
ル
ト
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
３
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
調
理
室

■
定
員　
16
名

■
材
料
費　
１
，
０
０
０
円

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
頭
巾
、

ト
ッ
ピ
ン
グ
用
の
好
き
な
果
物

や
缶
詰
な
ど

■
講
師　
お
菓
子
工
房
お
ひ
さ
ま

　
　
　
　
深
澤　
香
氏

■
申
込　
２
月
５
日
（
火
）
よ
り

ま
な
び
ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

「
み
ん
な
で
歌
お
う
♪
」（
無
料
）

　
な
つ
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
を
、

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
せ
ん

か
？
声
を
出
し
て
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
３
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　
40
名

■
講
師　
合
唱
指
導
者

　
　
　
　
星　
ひ
ろ
美
氏

■
申
込　
２
月
５
日
（
火
）
よ
り

韮
崎
大
村
美
術
館
共
催　
企
画
展
関
連
講
座

光
と
色
彩
の
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト

「
ロ
ー
ズ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
」を
作
る

＆
企
画
展
を
鑑
賞
し
よ
う
！

　
も
と
も
と
ロ
ー
ズ
ウ
ィ
ン
ド
ウ

と
は
、
教
会
を
美
し
く
飾
る
円
形

の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
「
薔
薇
窓
」

を
さ
す
言
葉
で
す
。
人
の
心
を
惹

き
つ
け
る
美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
を
紙
で
表
現
し
た
の
が
「
ロ
ー

ズ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
」
で
す
。
初
心
者

に
も
作
れ
る
光
と

色
彩
の
ペ
ー
パ
ー

ア
ー
ト
を
体
験

し
、
韮
崎
大
村
美

術
館
の
企
画
展
も

堪
能
し
ま
す
。

■
日
時　
３
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
17
時

■
場
所　
韮
崎
大
村
美
術
館

■
定
員　
10
名

■
材
料
費　
１
，
５
０
０
円

■
持
ち
物　
ア
ー
ト
ナ
イ
フ

　
　
　
　
　
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

■
講
師　
光
の
ア
ー
ト
Ｏ
ｎ
ｄ
ｅ

　
認
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
天
本　
聖
美
氏

■
そ
の
他　
参
加
者
は
美
術
館
入

　
館
料
無
料
で
す
。

■
申
込　
２
月
５
日
（
火
）
よ
り

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６

中
央
公
民
館

☎
２
０ｰ

１
１
１
５
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川
辺
先
生
の
子
育
て

　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

（
要
予
約
・
参
加
無
料
）

　
子
ど
も
と
の
生
活
は
楽
し
い
半

面
、悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
子
育
て
に
つ
い

て
ゆ
っ
く
り
話
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
２
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
に
ら
★
ち
び
（
２
階
）

■
対
象　
就
園
前
の
親
子
15
組

■
講
師　
川
辺　
修
作
氏

（
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

に
ら
★
ち
び
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ

（
要
予
約
・
参
加
無
料
）

　
本
・
絵
本
・
マ
ン
ガ
な
ど
、
お

気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
好
き
な
本
を
テ
ー
マ
に

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。 

■
日
時　
２
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　
に
ら
★
ち
び
（
２
階
）

■
対
象　
ど
な
た
で
も　
10
組

　
（
大
人
だ
け
の
参
加
も
歓
迎
）

■
持
ち
物　
お
す
す
め
の
本
数
冊

家
族
の
こ
こ
ろ
の
コ
ー
チ
ン
グ

講
座
（
要
予
約
・
参
加
無
料
）

　
自
分
と
家
族
の
行
動
や
思
考
パ

タ
ー
ン
を
知
り
、
カ
ラ
ー
に
合
わ

せ
て
話
を
聞
く
こ
と
で
も
っ
と
家

族
と
仲
良
く
な
れ
る
講
座
で
す
。

■
日
時　
２
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
～
14
時
30
分

■
場
所　
に
ら
★
ち
び
（
２
階
）

■
対
象　
ど
な
た
で
も　
10
組

■
持
ち
物　
筆
記
用
具

■
講
師　
内
藤　
慶
子
氏

（
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
コ
ー
チ
ン
グ

協
会
認
定
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

に
ら
★
パ
ー
ク
（
予
約
不
要
）

　
平
日
と
は
ち
が
う
屋
内
公
園
を

家
族
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪

①
三
井
木
の
お
じ
さ
ん

　
～
か
ん
た
ん
木
工
作
～

■
日
時　
２
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
15
時

■
場
所　
に
ら
★
ち
び
（
３
階
）

■
講
師　
三
井　
茂
氏

■
材
料
費　
５
０
０
円

　
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

②
よ
り
み
ち
ア
ー
ト

～
ひ
な
ま
つ
り
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
～

■
日
時　
２
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
～
15
時

■
講
師　
羽
中
田　
桂
子
氏

　
（
よ
り
み
ち
ア
ー
ト
主
催
）

■
材
料
費　
３
０
０
円

　
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

電
話（「
広
報
を
見
た
」と
お
伝
え

く
だ
さ
い
）ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ
７
６
７
６
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広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation

■
受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
、

検
定
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

■
訓
練
期
間　
２
～
６
ヶ
月

　
　
　
　
　
※
訓
練
内
容
に
よ
る

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
韮
崎

　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
１
３
３
１

※
詳
細
は
、（
独
）高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構
山
梨
支
部

の
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
農　
業

農
業
者
年
金
を
老
後
の
備
え
に

　
農
業
者
年
金
制
度
は
農
業
者
の

た
め
だ
け
に
用
意
さ
れ
た
政
策
年

金
で
す
。
農
業
者
の
老
後
生
活
の

安
定
と
福
祉
の
向
上
を
図
り
、

「
農
業
者
の
確
保
」
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
資
格
は
、
60
歳
未
満
、
年

間
60
日
以
上
農
業
従
事
、
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
で
す
。
支
払

い
保
険
料
の
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
で
節
税
に
も
な
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
（
内
線
２
２
６
）

　
イ
ベ
ン
ト

第
10
回
韮
崎
市
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
日
本
各
地
で
自
然
災
害
が
多
発

す
る
中
、共
に
考
え
、気
づ
き
、行

動
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
フ
ォ
ー

■
相
談
内
容

・「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
関
す

る
悩
み
の
相
談

・「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安

の
あ
る
子
ど
も
へ
の
か
か
わ
り

方
に
つ
い
て
（
育
児
相
談
）

・「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安

の
あ
る
子
ど
も
の
生
活
や
学
習

に
つ
い
て（
教
育
相
談
）

・
聴
力
測
定

・
補
聴
器
に
関
す
る
相
談

■
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
締
切
は
３
月
５
日（
火
）15
時
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

☎
０
５
５
３
‐
２
２
‐
１
３
７
８

０
５
５
３
‐
２
２
‐
６
４
１
９

　
労　
働

～
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　
求
職
者
の
皆
さ
ん
へ
～

「
求
職
者
支
援
制
度
」
を

　
　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か
？

　
「
求
職
者
支
援
制
度
」
は
、
雇

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
が
、

職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
通
じ
て
早
期
就
職
を
目
指
す
た

め
の
、国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
知
識
や
技
能
の
習
得
だ
け
で
は

な
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
就
職
支

援
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
訓
練
分
野　
Ｏ
Ａ
事
務
、
Ｗ
ｅ

ｂ
デ
ザ
イ
ン
、
介
護
福
祉
な
ど

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
・
団

体
な
ど
に
感
謝
し
、
地
域
福
祉
の

更
な
る
発
展
の
た
め
、
社
会
福
祉

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
２
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
15
分

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

■
内
容　
式
典
・
講
演

　
穂
坂
小
学
校
・
韮
崎
西
中
学
校

　
児
童
生
徒
に
よ
る
作
文
発
表
や

　
基
調
講
演

■
基
調
講
演

　
「
注
文
を
ま
ち
が
え
る
料
理
店

　
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
小
国　
士
朗
氏

■
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
６
９
４
４

　
相　
談

春
の
「
き
こ
え
」
と

「
こ
と
ば
」
の
相
談
会
（
無
料
）

　

お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」「
こ

と
ば
」
の
こ
と
で
不
安
の
あ
る
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
３
月
10
日
（
日
）

　
　
～
11
日
（
月
）
９
時
～
17
時

■
場
所　
県
立
ろ
う
学
校

　
（
山
梨
市
大
野
１
０
０
９
）

■
対
象　
０
歳
児
～
大
学
生

　
環
境
・
ご
み

蛍
光
灯
・
乾
電
池
・
鏡
な
ど

有
害
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す

　

２
月
は
各
地
区
お
よ
び
拠
点
リ

サ
イ
ク
ル
会
場
で
、
蛍
光
灯
や
乾

電
池
、
鏡
や
水
銀
式
体
温
計
な
ど

水
銀
を
含
ん
だ
有
害
ご
み
の
収
集

を
行
い
ま
す
。次
回
は
９
月
で
す
。

忘
れ
ず
に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
排
出
の
際
は
必
ず
袋
や

包
装
紙
か
ら
出
し
た
状
態
で
、
排

出
場
所
に
あ
る
コ
ン
テ
ナ
等
の
回

収
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
割
れ
て
し
ま
っ
た
蛍
光

灯
や
電
球
、
グ
ロ
ー
ラ
ン
プ
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
は
、
不
燃
ご
み
と
し
て

排
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

収
集
場
所
や
日
程
に
つ
い
て

は
、
各
戸
配
付
し
て
あ
り
ま
す

「
平
成
30
年
度
ご
み
・
資
源
物
収

集
日
程
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
、
市
民

生
活
課
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
環
境
政
策
担
当

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

　
福　
祉

第
34
回
韮
崎
市
社
会
福
祉
大
会

　
市
内
の
社
会
福
祉
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
、
日
頃
、
社
会
福
祉
活

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
減
災
力
の

強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。（
※
入
場
無
料
・
申
込
不
要
）

■
日
時　
２
月
23
日
（
土
）

　
13
時
30
分
か
ら
（
13
時
受
付
開
始
）

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

■
内
容

第
１
部　
地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

第
２
部　
基
調
講
演

「
住
民
主
体
の
地
域
防
災
と
は
」

～
東
日
本
大
震
災
、あ
の
日
あ
の
時
～

災
害
伝
承
10
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
語
り
部　
吉
田　
亮
一
氏

（
Ｙ
Ｙ
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

※「
ニ
ー
ラ
の
防
災
・
減
災
標
語
」

表
彰
式
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

■
定
員　
３
０
０
名

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
危
機
管
理
担
当

　
　
（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

■
日
時　
３
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
８
時
30
分
受
付
開
始

■
場
所　
市
営
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

■
参
加
資
格　
市
内
在
住
者
お
よ

び
市
内
企
業
チ
ー
ム
、
韮
崎
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
の
方

■
競
技
方
法

①
４
人
制
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★
災
害
時
の
被
害
軽
減
の
た
め
、
住
宅
の
耐
震
化
や
家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●国民健康保険より
　 1月に韮崎市国民健康保険で支払った額(保険者負
担額)は、153,874,882円(前年同月比0.03％増)で、
1人あたりの保険者負担額は、22,401円(前年同月比
3.48％増)でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節
約にご協力ください。

●市の人口　1月１日現在  　　  　             （前月比）
　男　１４，８３２人（うち外国人２４０人）   　２９人減
　女 　１４，９１９人（うち外国人２７７人）   　１２人減
　計　２９，７５１人（うち外国人５１７人）   　４１人減
　世帯数　１２，７０４世帯    　　　     　 　２５世帯減

　
（
女
性
ま
た
は
男
性
２
名
）

②
リ
ー
グ
戦
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

■
参
加
費

　
１
チ
ー
ム　
１
，
０
０
０
円

※
２
０
１
８
年
度
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
規
則
と
９
人
制
競

技
規
則
を
準
用
す
る
。

※
男
性
２
名
出
場
時
は
１
名
の
み

攻
撃
（
前
衛
）
と
す
る
。

■
申
込
期
限　
３
月
１
日
（
金
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

■
日
時　
３
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
予
備
日　
17
日
（
日
）

　
　
　
　
12
時
30
分
受
付
開
始

■
場
所　
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
対
象　
市
内
在
住
者
お
よ
び
通

勤
さ
れ
て
い
る
方
、
韮
崎
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
の
方

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
参
加
人
数　
先
着
１
２
０
名

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
・
飲
み
物

■
賞
品　
個
人
、
特
別
賞
な
ど
有

■
申
込
期
限　
３
月
8
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
☎
２
１
‐
２
２
５
５

裁
判
所
業
務
説
明
・見学

セ
ミ
ナ
ー

■
日
時　
２
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

　普段のストレスや健康維持のためにヨガを
やってみませんか？
■日時　4月5日（金）～6月14日（金）
　　　　18時30分～19時15分
　　　　毎週金曜日（全10回）
■場所　ゆ～ぷるにらさき2階　スタジオ
　　　　※欠席されても振替レッスン等はありません。
■定員　10名（最小催行人数4名）
■費用　5,000円（全10回分初回納付）
　　　　※別途、施設使用料が毎回かかります。
■持ち物
　飲み物、汗拭き用タオル、ヨガマット（バスタオル可）
■申込方法
　往復ハガキにてお申し込みください。
　（はがき1枚につき1名）
　《記載方法》
　・往信の宛名面に下記申し込み先を記入
　・往信の文面にヨガ教室と明記のうえ、応募者の住所、
　　氏名、電話番号を記入
　・返信の宛名に応募者の住所・氏名を記入
　※応募者多数の場合は抽選を行い、当選は返信ハガキ
　　で通知します。
■申込締切　3月10日必着
■申し込み・問い合わせ
　〒407-0262　韮崎市中田町中條1800-1
　ゆ～ぷるにらさき　ヨガ教室係
　☎20-2222

■
場
所　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判

所
裁
判
員
候
補
者
待
合
室

■
対
象　
高
校
生
・
大
学
生
・
専

門
学
校
生
や
そ
の
家
族
、
先
生

等
■
募
集
人
数　
30
名

■
内
容　
仕
事
紹
介
、
庁
舎
お
よ

び
法
廷
見
学
、
質
疑
応
答

■
申
込
方
法　
２
月
13
日
（
水
）

ま
で
の
平
日
８
時
30
分
～
17
時

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
定
員
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
総
務
課
人
事
第
一
係

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
１
１
３
４

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　
「
ワ
イ
ン
を
も
っ
と
楽
し
め
る

よ
う
に
な
り
た
い
」「
ワ
イ
ン
に

詳
し
く
な
り
た
い
」
と
感
じ
て
い

る
方
。
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
講
義
、

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
ワ
イ

ン
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

■
日
時　
３
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
16
時
～
18
時

■
場
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ

　
コ
リ
１
階
会
議
室
７

■
講
師　
（
社
）日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会

　
認
定
ソ
ム
リ
エ　
佐
藤　
　
靖
氏

　
　
　
　
　
　
　
志
村　
浩
樹
氏

■
内
容　
ワ
イ
ン
の
基
礎
的
知
識

（
ワ
イ
ン
と
は
、
ワ
イ
ン
の
特

性
に
つ
い
て
、
日
本
・
世
界
の

ワ
イ
ン
、料
理
と
ワ
イ
ン
な
ど
）

ワ
イ
ン
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

■
参
加
資
格　
市
内
在
住
も
し
く

は
市
内
企
業
に
勤
務
す
る
20
歳

以
上
の
方

※
飲
酒
運
転
、
未
成
年
者
の
飲
酒

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
妊
娠
中
や
授
乳
期

の
飲
酒
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

■
定
員　
20
名

（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

■
参
加
料　
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日
徴
収
）

■
申
込
期
間
２
月
4
日（
月
）か
ら

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
農
林
振
興
担
当

（
内
線
２
２
３
～
２
２
５
）

ゆ～ぷるにらさき
ヨガ教室参加者募集!!
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